














[解説] 

1.我がままがひどい場合,養育上の問題,精神遅滞,注意障害・多動症候群,などが疑われる。

2.「友達と順番にものを使う」:遠城寺式乳幼児分析的発達検査法では,3Y10 で 75.0%,4Y2

で 93.9%となっており,4 歳の時点での通過率はおよそ 90%となっているので 4 歳児健診に

適している。 

また,2 以外に,3.いじめられる,4.行動がのろい,5.落ち着きがない場合も,養育上の問題,

精神遅滞,注意障害・多動症候群,など上と同様のものが考えられる。6.言葉が遅い時,精神

遅滞,発達性言語障害が疑われる。発達性言語障害の場合,注意障害・多動症候群を伴って

いることも多い。その際は,1,2,3,4,5,も異常となる。 

7.発音の障害自体は,親は気にかけているが,4 歳ではあまり問題にしない方が良い。しか

し,言葉が遅い時(6)などで構語障害も伴うことがあるので,他の項目との関係を見る必要

がある。 

8.聴力障害をチェックする。 

9.不器用な場合,微細脳機能障害が疑われる。この際,発達性言語障害,注意障害・多動症候

群を合併していることがあるので,1-6 が異常となることがある。 

10.歩き方がおかしい,転びやすい,走るのが遅い,などの項目は,脳性麻痺や微細脳機能障

害で陽性となる。 

11,12.熱性けいれんと無熱性けいれん(てんかん)をみるためにこれらの項目を設定した。 

13～16.生活習慣,体質のチェック項目である。 

17.寝つきの悪さや,睡眠障害は発達障害にみられることがある。 


